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システムのリニューアルをどうする！？ 

（システムを再構築するポイントはこれだ！） 

ピークコンサルティンググループ株式会社 

北村友博 

１. ＩＴツールはどのように陳腐化するか 

(1) 使っているシステムは固定資産 

 今やノウハウはタダではないことは、誰でも知

っている。しかし、自分の会社で使っている生産

管理システムが、５年以内に減価償却を行なう「ソ

フトウェア資産」であり、無形固定資産であるこ

とを知っている人は少ない。つまり税法では、そ

の生産管理システムは、５年間で元をとることを

前提としているわけだ。 

 従って設備機械と同じように、５年以上、有効

に利用できた場合は、6年目からの利用価値はタダ

ということになる。まずＩＴツールは、しっかり

と使えるもの、長持ちして使えるものを導入する

ことが、肝心ということである。 

(2) ハードとネットワークの陳腐化 

 「新しく導入した複合プリンタがWindows Vista

以上でなければ動かないので、愛用していたXPパ

ソコンを廃棄した」などという話をよく聞く。 

 形あるものには必ず「寿命」があるが、ＩＴツ

ールの世界では、最新のものに対して相対的に能

力が劣るために新機能を使えない、というメーカ

ー側の計画的な陳腐化作戦、つまり「計画寿命」

が存在する。陳腐化したかどうかは、所有者の主

観によるものだが、減価償却期間の５年程度と考

えて、リニューアルの予算化を講じておいた方が

よいだろう。 

 もうひとつ、ハードのリニューアルでは、廃棄

について注意が必要である。情報漏えいの問題だ。

漏えいを恐れて、不要なのに捨てずに抱えている

企業や、逆にハードディスクの内容を消去せず廃

棄し、情報を流出させてしまう企業もある。ＩＴ

機器の廃棄は、環境問題と同時に情報化社会のリ

スクも考慮して、ライフサイクルを真剣に考えな

ければならない。 

(3) ソフトの陳腐化 

 購入したパッケージソフトのアドオンシステム

に、相当額の保守料を支払っているにもかかわら

ず、ろくに機能アップもないまま、突然、ベンダ

ーから「パッケージ保守期間が切れたので新バー

ジョン用に更新してください」という連絡を受け

た人も多いのではないだろうか。 

 そうでなくても、システムを運用している間に

は、大幅な業務変更や組織変更、また機能向上の

ニーズなどによって、機能の変更や追加(メンテナ

ンス)が発生する。 

 このようなメンテナンスを行っても、完全には

対応できないケースもあって、システムの価値は、

徐々に低下していく。これがソフトの陳腐化であ

る。しかし開発段階でよく検討された、よいソフ

トは、機能低下の率が低いため、5年程度では陳腐

化しないものである。ソフトの陳腐化は、データ

ベースの不整合として現われ、改変のつどデータ

ベースが「ぶどうの房」のように増加して、シス

テム全体が見え難くなってくる。陳腐化したソフ

トは、メンテナンスそのものに工数と費用が増大

する。 

 

 

 

 

 

 

 

〔図-1 パッケージソフトの費用のしくみ〕 

 ソフトの陳腐化を管理するには、システム毎に、

運用コストや保守コストを把握する体制を作り、
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これらコストの発生状況を長期的に捉えながら、

システム評価を継続して行くことが大切である。 

(4) ベンダーロックインとはなにか？ 

 ベンダーロックインということばがある。ある

ベンダーのシステムを採用すると、結果的にリニ

ューアルする後継システムや周辺システムも、同

一ベンダー製品を採用せざるを得なくなる。自社

のシステムが、特定ベンダーに依存せざるを得な

いため、高値でも購入せざるを得なくなる。 

 こうしたベンダーロックインによる損害を緩和

するためには、Linuxなどのオープンソース、オー

プンアーキテクチャ製品を利用することだが、ソ

フトウェアの専門家がいない企業では、難しいか

もしれない。 

(5) 仕事の陳腐化がもっとも怖い 

 「仕事の陳腐化」とは、システムの対象となる

仕事の、機能や範囲を明確にしないまま導入した

ため、予定の期間を経ないままに、そのシステム

が使えなくなってしまうことである。ＩＴツール

の本質を理解して、賢く計画的に導入しておけば、

避けられるのが「仕事の陳腐化」である。 

 

２. リニューアルの考え方 

(1) システムのライフサイクルでリニューアルの時期

を決める 

 システム価値の低下と、その時点で考えられる

最良のシステムとを天秤に掛けて、システムのリ

ニューアル時期を決めていくのが最善の方法だ。 

 既存システムの保守や運用を軽視して、新しい

システムの導入だけに目を向けていては、結局、

システムの陳腐化を早め、長期的にＴＣＯ（全体

コスト）を膨らませることになる。 

(2) データベースを中心にリニューアルを考える 

 ＩＴツールのリニューアルにも戦略が必要であ

る。一般には、過去の業務情報が入っているデー

タベースは、企業にとって重要な財産であり、極

力、その内容を廃棄すべきではない。従って、既

存のデータベースの内容をベースにして、それを

充実させる方針で、リニューアルに臨みたい。 

 ＩＴツールは日進月歩、リニューアルシステム

に必要な機能と性能は、以前に導入したシステム

より、さらに安価に入手できるはずである。また、

ＯＳやプログラムなどのソフトも高機能化してい

る。しかし、システムを長寿命化させるためには、

業務システムを動作させる際に基盤となる、ＯＳ

などプラットフォームの種類や環境、設定などに

は、新しすぎるものや一般的でないものは避けて、

標準的なものにするよう、ＳＥに指示すべきであ

る。 

 

３. 長期的なＩＴ投資戦略が必要 

(1) 情報リテラシーを高めよう 

 車のメカニズムはよく分からない人でも、操縦

方法と交通ルールを知っていれば、車の運転はで

きる。ＩＴツールも同様である。しかし、とくに

製造業には、なぜかＩＴの操縦方法とルールに無

頓着な人が多い。 

 リニューアルで第一に考えるべきことは、業務

に合わせて、システムの範囲を拡大することと、

機能を高めることである。利用し続けることで、

そのＩＴツールを利用する人たちの情報リテラシ

ーが高まる。データ精度やコード体系を維持する

ことの重要性、情報を有効利用するコツ、などで

ある。着実に情報リテラシーが高まったことを確

認して、さらに高度なシステムを導入するという

ことを、３年程度の周期で繰り返していくと良い。 

 表-1は中堅企業の情報リテラシーと考えて欲し

い。自社の情報リテラシーは、現在どのレベルか、

何年後にどのレベルに高めるか、どのようなレベ

ルのＩＴツールが利用できるか、というベンチと
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して参考にしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

  

〔表-１ 情報リテラシーの成熟度一覧〕  

(2) ＩＴツール活用戦略が大切 

 「現場を変えるＩＴツール」を、導入し使いこ

なせるようになるには、日頃からＩＴツールの明

確な活用戦略が必要である。これには、システム

の効率的な運用と評価ができる力と、ＩＴツール

の戦略的リニューアルを進められる力が必要であ

る。大変なようだが、図-2のように日頃から、き

ちんとシステムの運用と管理をおこない、ＩＴツ

ールのＰＤＣＡが廻っていれば、これらの力は自

然とついてくる。これらの力が前提となって、Ｉ

Ｔツールの投資効果が明確になり、次期システム

の姿と導入時期が見えてくる。 

〔図-２ ＩＴツールの活用戦略が重要〕  

 

(3) ＩＴ資産の蓄積をめざす 

 システムの高度化と対象業務の拡大を、あせっ

てはいけない。ＴＣＯの視点に立つとＩＴコスト

は、売上比で一定の割合に、収めておくべきであ

る。長期的な視点に立って、ＩＴツールを会社の

重要な資産と考え、ＩＴ資産を充実させていくこ

とが望ましい。リース契約している企業では、１

０年間は使えるソフトウェアを導入し、リース満

了に合わせて、順次、次のシステムに拡張する方

法で、積み上げていくのもひとつの方法である。 

 

４. ビジネス戦略とＩＴ投資戦略 

(1) “Does ＩＴ Matter ？” 

 かつて米国のコンサルタントのニコラス G.カ

ーは、その著書“Does IT Matter ？（ＩＴにお金

を使うのはもうおやめなさい) ”の中で、「今や、

消費財となったＩＴを入れるだけでは、革新は起

こせない。しかし工夫次第でＩＴには、革新を起

こさせる力がある」と述べた。 

 着実に自社のＩＴリテラシーを高めて、システ

ム資産(無形資産)を増大させることが、賢いＩＴ

投資戦略に繋がる。ここでいうＩＴ投資戦略とは、

システムのライフサイクルを、賢く管理すること

である。システムのライフサイクルと、陳腐化を

考慮して、リニューアルを計画的に実施すること

が、現在のすべての企業にとって、車の運転免許

と同じになっている。 

(2) これからのビジネス戦略は？ 

 ＩＴ投資戦略は、ビジネス戦略に従うものでな

ければならない。いま、日本の製造業のビジネス

戦略は、難しい岐路に立たされている。中国やア

ジア諸国の製造業の台頭に直面した現在、今後も

これまでのような価格競争を続けるのだろうか。 

 筆者は日本の製造業は、過去の成功にとらわれ

ず「STEP for SHE：彼女への一歩」を歩みだすべ

きだと思う。Safety, Health and Environment(安

全・健康・環境)に関連する製品を目指して、

Philosophy(経営理念)の舵を切り替え、自社の

Science(科学)＋Technology(製品)＋
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Engineering(技術)を、その方向にシフトさせてい

くことが、製造業が目指すべき最重要課題ではな

いだろうか。 

 製造業の経営を、俊敏に舵取りするためには、

足腰の強い生産体質と、そのための工場インフラ

つまり生産管理システムが、絶対に必要なのであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

〔図-３ システムリニューアル(再構築)のポイ

ント〕 
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